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1 ．はじめに
現在の大学教育において，将来的にグローバルに活
躍できる人材育成を目的とした国際的な要素を取り入
れた授業やプログラムの提供を行っているところは少
なくない．海外留学はその一つであり，官民協働，国，
大学が奨学金を提供し，学生が海外で経験を積み，グ
ローバル人材になれるよう後押しをしている．しかし
ながら，海外留学をする学生は多いとはいえず，全国
で3%程度に留まっている1）．本学における調査では，
入学後大学内外の留学制度等を利用して留学したこと
がある学生は，全体の17%と日本全体の割合よりは高
いものの，在学中に海外留学したいとは思わない学生
は60％にのぼる．また海外留学をためらう理由として
は，経済的負担が大きいから（54％），外国語能力が
不足しているから（52％），海外での生活に不安を感
じるから（25％），卒業時期が遅れるから（23％）な
どがある2）．
他国に目を向けてみると，欧州域内における大学間
学生交流に参加する学生数は10%であり，欧州におい
ても留学しない90%の学生に対してはどのような国際
教育を行うかが課題とされてきた．そこで出てきた概
念が「Internationalization at Home（内なる国際化）」
であり（Crowther et al．2000），他国に留学しなく
ても自大学のキャンパス内において同様の効果（グ
ローバル人材育成や異文化間対応能力の向上）が期待
できるというものである．内なる国際化実現の一つの
手法に国際共修授業（以下，共修授業と略記）があり，
多文化間共修などとも呼ばれている．坂本他（2017：
ⅲ）では，多文化間共修の定義を「文化的背景が多様
な学生によって構成される学びのコミュニティ（正課
活動及び正課外活動）において，その文化的多様性を
学習リソースとして捉え，メンバーが相互交流を通し
て学び合う仕組み」としている．堀江（2017）は，共
修授業における異文化体験を通じて獲得されうるスキ
ル・能力・姿勢として，コミュニケーション力，問題
発見・解決力，外国語力，忍耐力，自己理解，多面的
な見方，自信，曖昧さに対する許容などを挙げている．
本学は，国内学生の海外留学を促進し，様々なプロ
グラムを開発・提供しているが，海外留学をためらう
学生には共修授業は有効的であると考える．経済的負
担があったり，卒業時期が遅れることを危惧している
学生には日本にいながらにして国際交流，異文化体験
をすることができ，水松（2017）は，本学の英語によ
る共修授業実践から，共修授業が海外留学の疑似体験
になりうると述べている．外国語能力の不足を心配し
ている学生には，英語による共修授業により英語に対
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本稿は，プロジェクト型プレ国際共修授業において，本学の国内学生が授業を通してどのような意識変容が起こり，
様々なスキルの向上や知識の形成が行われるかについて検証した．国内学生が英語によるコミュニケーションを躊躇
なく行うこと，世界には多様な価値観があることを認識すること，チームで協働しプロジェクトを実施することの三
つの学習到達目標を掲げ，授業開始時と終了時にそれぞれの目標について自己評価を点数付けさせ，終了時の点数に
なった理由や背景について実際に経験した出来事を挙げながら作成したレポートを提出させた．その結果，開始時に
は英語を使用することに不安や緊張があった多くの学生が，英語で躊躇なくコミュニケーションができるようになっ
たと評価し，留学生のもつ文化や習慣を知ることにより多様な価値観の認識が高まり，チームで協働することの重要
性や難しさを学んだ．
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する抵抗感をなくし，海外生活に対する不安について
は，留学生と接し，生の情報を収集することで軽減す
ることができると考える．さらに，共修授業を履修す
ることで，上述したようなスキル・能力・姿勢を身に
つけることができるだけでなく，海外留学の目的3）を
醸成できるようになる可能性もあり，そのためにはそ
れを見据えたカリキュラム設定も重要となる．
以上のような背景をもとに，入学したばかりの学生
に早い段階から海外や国際交流に興味関心を深めさせ
るために基礎ゼミ「留学生とともに学ぶ！国際共修こ
とはじめ」を開発した．本授業は，正式には共修授業
ではなく，本格的に共修授業に参加するための準備段
階の授業として位置づけている．従って，授業の一部
を共修授業とし，残りは基礎的な講義や準備作業，振
り返り時間に充てている．本稿では，その授業の実践
報告を行う．
なお，本稿では「国内学生」という用語を用いてい
るが，これは東北大学学生のうち外国人留学生を含ま
ない日本人学生や日本国籍以外の学生のことを指して
いる．学内には外国とのつながりを持つ学生（二重国
籍を持つ者，永住権を持つ者など）も学んでおり，今
回研究対象とした学生のなかにもこれらの学生が存在
する可能性もあるため，留学生以外の学生を「日本人
学生」ではなく，「国内学生」と呼んでいる．
2 ．基礎ゼミ「留学生とともに学ぶ！国際共修
ことはじめ」の概要
東北大学で実施されている基礎ゼミは，新入生を対
象とした20名程度の少人数クラスによる授業である．
現在約170科目開講されており，開講科目は理科系か
ら文科系まで多岐に渡る．学生が主体的に学べる「ア
クティブ・ラーニング」を取り入れており，学生には
高校までの受動的な学習方法から脱却し，自ら考え知
を探求できるようになる「学びの転換」が期待されて
いる（大森2018）．「留学生とともに学ぶ！国際共修こ
とはじめ」は，授業の内容が基礎ゼミの目的や学習方
法に合致すると考え，平成29年度に初めて実施した．
平成30年度を実施するにあたり，平成29年度で出され
た課題を解決するためいくつかの点で変更を加えた．
以下，改善点を明記しながら平成30年度実施の概要を
紹介する．
授業の目的と概要は次の通り設定した．
　 （前省略）この授業では，東北大学で毎年実施し
て い る サ マ ー プ ロ グ ラ ムTohoku University 
Japanese Program（TUJP）の学生と一緒にプロ
ジェクトワークを行ったり，TUJP参加者のため
のキャンパスツアーを計画し，実施することを通
して，「国際共修」に馴染みのない新入生が「国
際共修」を実際に体験する．留学生や基礎ゼミの
他の学生との協働活動を通じて，国際人として必
要なコミュニケーション能力や語学力を向上させ
るとともに，異文化理解を深め，国際的な視野を
広げることを目的としている．
本基礎ゼミで受講生が参加する共修授業は，本学が
7 月から 8 月にかけて英語で実施するサマープログラム
Tohoku University Japanese Program（通称TUJP4）
に海外の本学との協定校から参加する留学生5）と東北
大学生とのプロジェクトである．TUJPの学生は，プロ
グラム期間である 2 週間半のうち， 5 回（約10コマ分）
をこのプロジェクトに費やす．TUJPは 2 期あるため，
東北大学の学生は 2 回プロジェクトに参加することにな
る．平成29年度は前期実施であったが，TUJPの日程に
あわせるため，今回はクォーター制とした．
本授業の受講生は22名であり，うち 2 名が留学生（台
湾，韓国）であった．TUJPに参加した留学生は，
TUJP1，TUJP2とも各26名であった．留学生の国籍は，
中国，台湾，オーストラリア，カナダ，ロシア，カザ
フスタン，イギリス，タイ，インドネシア，マレーシ
ア，アメリカであり，大学数は16校と多様であるが，
近年の傾向としてイギリスやオーストラリアなど英語
圏で学んでいる中国国籍の学生の参加が見られる．専
攻は文科系学部，理科系学部混在しており，学年は一
年生から四年生までまんべんなくいるが，二年生，三
年生が7割を占めている．日本語未習者が約半数，残
りは初中級レベルであった．
プロジェクトは，地域連携の一環で，仙台市に拠点
のある企業を訪問し，日本の企業文化や日本特有の職
種・業種について学習し，留学生の母国の同業種と比
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較を行い，最終的に発表を行うことを課した．TUJP
の期間（ 1 期： 7 月 2 日〜17日， 2 期： 7 月23日〜 8
月 7 日）に合わせ， 1 期のTUJPとのプロジェクト期
間を 7 月 2 日〜16日， 2 期のTUJPとのプロジェクト
期間を 7 月23日〜 8 月 6 日とした．
プロジェクトに参加していただく企業は，事前に仙
台商工会議所青年部に協力を依頼し，趣旨説明や日程
の説明を行った．その結果， 1 期， 2 期それぞれ10社
ずつ（ 1 期と 2 期両方参加する企業は 3 社あった）集
めて頂いた．協力企業の業種は，サービス（ホテル，
タクシー，レストラン，観光，ペット関係，葬祭），
製造（印刷，リフォーム，食品），販売（自動車，酒類）
など多様であった.
昨年は協力企業が 5 社ずつであったため，グループ
の構成人数が多くなり，グループワークに支障をきた
したことがあった．その反省から，今年度は，東北大
学生，TUJPの留学生をそれぞれ10グループに分け，
マッチングを行い，各グループ 5 名程度の構成とした．
表 1 に授業の日程と内容を示す．
留学生とのプロジェクトを開始するまでに事前準備
を行う時間を 4 回設けた．第 1 回では，自己紹介を行
い，シラバス及びTUJPの説明を行った．TUJPに参
加する学生の名簿を配布し，国籍や日本語学習経験の
有無，専攻や学年を伝え，学生が自分のグループの留
学生の属性について事前に理解できるようにした．
第 2 回では，東北大生のみによる企業への事前訪問
を昨年同様行い，企業の担当者からその企業について
説明を受けることで，質問内容を予め想定できたり，
英語による通訳の準備が可能となるようにした.
第 3 回では，企業への事前訪問で持ち帰った資料等
をもとに，留学生に説明するための資料作成や英語の
翻訳作業を行った．
第 4 回では，第 5 回に行う留学生のためのキャンパ
スツアーの準備（講義室や食堂の場所確認と英語によ
る説明準備）を行った．
昨年と大きく異なる点は，各グループにメンター学
生をつけたことである．メンター学生は，英語・日本
語の出来る国際交流経験豊富な学部生，大学院生で，
国内学生，留学生である． 1 グループに 1 名以上配置
するようにし，シフトを組み第 1 回から授業に参加さ
せた．メンターの役割は，受講生と留学生の英語コミュ
ニケーションのサポートや企業と留学生間による通訳
のサポート，発表準備サポートなどであり，あくまで
裏方に徹するものであった．
本授業では共修授業を通して得られる成果を中心に
学習到達目標を以下の三つ設定した．
　
1．英語でも躊躇なくコミュニケーションをとること
ができる．
2．言語，文化，国籍，人種，性別，宗教による多様
な価値観があることを認識することができる．
3．チームで協働で計画し，実行することができる．
　
表1．授業の日程と内容
第 1 回 6/18（月）自己紹介，シラバスの説明　TUJP
（Tohoku  University  Japanese 
Program）の説明
第 2 回 6/21（木）事前企業訪問
第 3 回 6/25（月）プロジェクトの準備
第 4 回 6/28（木）キャンパスツアーの準備
第 5 回 7/2（月）
TUJP1学生との
プロジェクト
キャンパスツアー
グループワーク
第 6 回 7/5（木） 留学生と企業訪問
第 7 回 7/9（月） グループワーク
第 8 回 7/12（木） グループワーク
第 9 回 7/16（月） 発表会
第10回 7/19（木）振り返り
第11回 7/23（月）
TUJP2学生との
プロジェクト
キャンパスツアー
グループワーク
第12回 7/26（木） 留学生と企業訪問
第13回 7/30（月） グループワーク
第14回 8/2（木） グループワーク
第15回 8/6（月） 発表会
出所：基礎ゼミ「留学生とともに学ぶ！国際共修ことはじめ」
シラバスをもとに筆者作成
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本学の学生は，英語の文法や語彙力には問題がない
がアウトプットや聞き取りには不慣れであると考えら
れる．また，入学までに外国人と接する機会のなかっ
た学生にとっては，話をする，まして，英語でコミュ
ニケーションをとることに抵抗感をもっていると思わ
れる．そこで，まずは，英語能力の向上ではなく，「躊
躇なく」コミュニケーションをとれるようになること
が重要であると考え，一つ目の目標を設定した.また， 
これまでの授業等の経験上，本学の学生は海外の文化
に接触したことがあまりないことから，二つ目の目標
として，様々な人々と接することにより，世界には多
様な文化があることを知り，自分とは異なる価値観を
もった人々に対する認識を深めることとした．さらに，
この授業はプロジェクト型であるため，チームで協働
することが重要になってくる．異なる文化背景をもっ
た学生同士がどのようにすれば協働作業をうまく進め
ることができ，よい発表に結びつくのかについて学ぶ
ために三つ目の目標を設定した．
3 ．学生に課したレポート
本授業の学習到達目標がどのくらい達成できたか，
学生本人が認識できるよう，授業開始時と終了時にそ
れぞれレポートの提出を求めた．レポートの課題は以
下の通りである．
　
【開始時レポート】
① 本基礎ゼミ「留学生とともに学ぶ！国際共修こと
はじめ」を受講選択した理由
② 本授業では以下の学習到達目標を掲げています
が，現時点の自己評価（ 5 段階，1:低〜5:高）をし，
その理由を書いてください．
　a． 英語でも躊躇なくコミュニケーションをとる
ことができる．
　b． 言語，文化，国籍，人種，性別，宗教による
多様な価値観があることを認識することがで
きる．
　c． チームで協働で計画し，実行することができる．
　【終了時レポート】
本授業では以下の学習到達目標を掲げていました
が，授業の大半を終えた現時点の自己評価（ 5 段階，
1:低〜5:高）をし，その理由を授業で経験したことに
触れながら書いてください（学習到達目標は開始時と
同じのため省略）．
本授業を選択した理由は，「留学したい，留学に興
味がある」が11名，「国際交流したい」が 9 名，「コミュ
ニケーション能力を向上させたい」が 7 名，「多様な
価値観，異文化に触れたい，多文化を知りたい」が 7
名，「英語能力・外国語能力を向上させたい」が 6 名，
「英語で話す機会があるから」が 3 名であった．また，
以前に国際交流経験（海外旅行，外国人とのコミュニ
ケーション等）があると明記した者が 7 名，経験がな
いと明記した者が 4 名であった．
4 ．学生の最終レポートによる学習到達目標ご
との分析
受講生22名のうち，両方のレポートを提出した国内
学生17名について分析を行う．終了時のレポートに焦
点をあて，学習到達目標ごとに，授業開始時と授業終
了時でどのような経験がきっかけとなり，どのような
意識変化が起こったのか，また，自己評価が伸びなかっ
た学生はどのような経験をし，何故伸びなかったと感
じたのか，について，学生個人の記述内容から分析す
る．各受講生の授業開始時と終了時の自己評価数値は
表 2 のとおりである．
4．1　英語でも躊躇なくコミュニケーションをと
ることができる
英語でのコミュニケーションについては，三つの目
標のうち授業開始時と終了時で最も変化の大きかった
項目である． 1 ポイント下がった者が 1 名，変化のな
かった者が 2 名， 1 ポイント増 5 名， 2 ポイント増が
5 名，2.5ポイント増が 1 名， 3 ポイント増が 2 名，
5 ポイント上がったものが 1 名であり，平均1.62ポイ
ント増加した．
まず，初期の段階では，留学生とのコミュニケーショ
ンがうまくいったと記述した者はおらず，全員の学生
が緊張していたり，自分の英語力に自信がなかったり
して，思うようにコミュニケーションが取れなかった
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とふり返った．
・最初の頃，留学生とあいさつをして昼食を食べたと
きは，何を話せばいいかわからず黙ってしまうこと
があった（K）
・初めての昼ごはんの時緊張や恥ずかしさから中々会
話することができず（G）
・初めは下手な英語で笑われたり，伝わらなかったり
したらどうしようと心配していた（M）
・（英語で話しかけても発音の違いや文法のミスに
よって伝わらない経験を何度かしたことがあり）英
語に訳して留学生に伝えることにはとてもためらい
を感じていた（H）
・私がはじめに最も恐れていたことは，文法の誤りを
することでした（J）
（下線部及び括弧内加筆は筆者，アルファベットは
学生を指す，以下同様）
しかし，自分で意識変換することにより，あるいは，
ふとしたことをきっかけに不安や抵抗感がなくなって
いく様がみられた．特に，TUJP1の反省を踏まえて
TUJP2では躊躇することなくコミュニケーションが
取れるようになったと記述した学生が 7 名いた．
表2．授業開始時と終了時の自己評価
授業開始時の評価 授業終了時の評価
学生
英語コミュニ
ケーション
多様な価値観
の認識
協働で計画，
実行
英語コミュニ
ケーション
多様な価値観
の認識
協働で計画，
実行
合計の延び数
A 3 4 4 3 4 3 -1
B 3 4 4 2 4 4 -1
C 2 3 3 3 3 2 0
D 2.5 3 4 2.5 3.5 3.8 0.3
E 3 4 4 4 5 3 1
F 3 4 3 4 4 4 2
G 2 4 4 4 5 4 3
H 2 4 4 4 4 5 3
I 3 4 3 4 4 5 3
J 2 4 4 4 4 5 3
K 4 3 2 5 4 4 4
L 2 4 4 4 5 5 4
M 2 4 3 4.5 4 5 4.5
N 2 3 3 4 5 4 5
O 2 4 3 5 5 5 6
P 2 3 4 5 5 5 6
Q 0 0 0 5 5 5 15
平均値 2.32 3.47 3.29 3.94 4.32 4.22 3.40
1:低い〜5：高い
出所：筆者作成
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・授業を重ねるごとに留学生とも仲良くなったし，言
いたいことを変に難しく翻訳しようとしないで簡単
な英語でしゃべろう，と意識することによって楽し
く話ができるようになっていった（K）
・伝わらなかったり，聞き取れなかったりすることを
怖がらずに質問してみると，部分的でもお互いに理
解でき，コミュニケーションが取れるという場面も
多々あった（L）
・黙っていると（略）自分の成長に繋がらないと思い，
思い切って話しかけてみた．結果，意外とあっさり
自分の伝えたいことを伝えられ，しかも英語の間違
いをほとんど指摘されることがなかった（M）
・（TUJP1の反省点として）汚い英語でももっと積
極的にコミュニケーションをとろうということに
なった．TUJP2の昼ご飯ではもちろん緊張したが，
1 回目より積極的にコミュニケーションを取れた
し，（略）英語での会話もかなり円滑に進むように
なった（G）
・TUJP2の学生と初めて会った際の自己紹介のとき
（略），ほとんど緊張せず気軽に話しかけることがで
きた．英語でのコミュニケーションが前よりも楽に
なっているように感じた（O）
また，留学生側の態度，対応によって緊張が解けた
り不安が払拭されたケースもあった．留学生の多くは
英語が母語話者でないことで，英語に対する困難を理
解してくれるケースも 4 件みられた．
　
・私が英語を苦手としていることを悟ったせいか，そ
の（留）学生は日本語で会話しようとしてくれた（G）
・（授業をなんとか進めるために積極的に自分の意見
を伝えることに努めた）結果，臆せずに自分の意見
を言えるようになり，例え私が英語で言い間違えを
したとしても留学生は私のことをとがめることはせ
ず，やさしく間違いを訂正してくれるということに
気づくことができた（H）
・まず自分にできることは，（略）相手が何を伝えたい
かを理解することだ，と思ったので，会話を聞いて
いたら（略），その聞こうとする姿勢を見た留学生た
ちが，「○○についてはどう思う？」など短い質問を
たくさん投げかけてくれるようになりました（N）
・相手側も母語話者でないことが多かったため，互い
に辞書を使いながらの会話が普通に行われた．英語
母語話者は，こちらの表現が出るまで黙って待って
くれた（Q）
最終的に，14名が英語に対する抵抗感がなくなった
り，楽しく会話ができるようになったと明記しており，
9 名の学生はたとえ間違った英語であっても自信を
もって話をすることが重要であることを学んだとふり
返った．
・授業を通して以前よりも英語でコミュニケーション
を取れるようになったと思うので，これからも自信
を持ってコミュニケーションをとることを大事にし
たい（K）
・不自由な英語でも工夫次第である程度意思疎通が図
れる（F）
・この授業を受けたおかげもあり，積極的に自分から
話しかけることができるようになった（H）
・この授業が始まるまでは，英語の能力はもっと高く
ないと英語でコミュニケーションをとることはでき
ないと思っていた．しかし，この授業が始まってみ
るとその考えは誤りであることに気づいた（Q）
・自分がそのとき持っている英語の能力でしっかりと
意見を伝えるということが大切なのではないかと感
じるようになりました．私がこの講座を通じて学ん
だことは，たとえ不完全な英語であったとしても自
分の意見を伝えられるように努力するということで
す（J）
授業終了時に評価が下がったあるいは変わらなかっ
た学生は，メンターや他の学生に頼りすぎたことを挙
げていた．また，相手にコミュニケーションを打ち切
られた経験をしたことで，英語で話す意志をなくして
しまったケースもあった．
・留学生とメンターさんに頼り切ってしまい，思うよ
うにコミュニケーションが取れませんでした（A）
・メンターの人に日本語で伝えて，それを英語に変換
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してもらうことが普通になっていました（B）
・会話をメンターの人に任せたりペアの東北大生に
頼ったりして，英語を使うことに躊躇してしまった
（C）
・英語の意味が分からないときは何回も聞き直そうと
したのだが，結局分からずじまいで，相手が話をや
めてしまったことがあった．話すときも自分の思っ
ていることをうまく英語で表現できず，言うことを
諦めたこともあった（C）
今回の授業を通して自己のコミュニケーション能力
の低さについて知る機会となった学生も 3 名いた．
・言語におけるコミュニケーションとはなんて大変な
ものなんだろうと感じた（F）
・自分のコミュニケーション力はまだまだだなという
ことも実感しました（A）
・いかに自分が英語でコミュニケーションが取れない
かを実感できたので良かったです（D）
4．2　言語，文化，国籍，人種，性別，宗教によ
る多様な価値観があることを認識することがで
きる
価値観の認識については授業開始時と終了時で，変
化のない学生が多かった．変化のなかった者が 8 名，
0.5増が 1 名， 1 ポイント増が 5 名， 2 ポイント増が
2 名， 5 ポイント増が 1 名であった．平均0.85ポイン
ト増加した．以下，具体的な経験を挙げた学生の記述
である．
・留学生のなかでベジタリアンの人がいた．自分の人
生の中ではベジタリアンの人と食事をするのは初め
てであり，価値観の違いを感じることができた（P）
Eは，イスラム教徒の学生とハラールチキンカレー
を食べたり，礼拝の時間を考慮してプレゼンの準備を
進めることを通してムスリムの生活を体感することが
できたという．
・ムスリムの友達ができたことにより，イスラム教徒
というものが，以前は異国の全く異なる文化の人々
という認識であったが，今ではとても身近に感じる
ことができ，その風習に何の違和感なく接すること
ことができるようになった（E）
また，Oは，ロシア人学生に対し，「ロシアではみ
んなお酒が大好きなのか」と聞いた返答が「全員がそ
ういうわけじゃない．もしかするとそれはステレオタ
イプの一種かもね」だったことで，自分がある種のス
テレオタイプを持っていたことに気づけたという．さ
らに，Mは，カザフスタン人学生について，実際に
会うまでは，「中東の国だからムスリム，カザフ語を
話す」という若干の固定観念があったが，会ってみる
とムスリムではなく，母語がカザフ語ではなくロシア
語であることを知った．
・出身国だけでその人のバックグラウンドを単純なも
のとは決め付けず，その人が持つ多様な背景や，隣
国との事情を理解していくことも大事だと実感した
（M）
他の文化や価値観に触れることにより，日本や日本
人についてふり返る機会となった学生は次のように記
述している． 
・留学生や東北大生と一緒に日本のことも客観的に見
ることができました（D）
・日本と比べた時の類似点や相違点なども多く気づく
ことができた（K）
・日本のiPhoneが写真を撮るときに「カシャッ」と音
がなるのは痴漢防止のためで海外では音がならない
ということを教えてもらいました．これは日本人と
して少し恥ずべきところだと感じました（I）
・（日本でレディーファーストが徹底されていないこ
とについて）日本は先進国でありながら，未だに不
平等が残ってしまっているのが残念で，少しでも意
識して生活をしていこうと思いました（J）
・古き良き伝統を守り抜く日本人の精神は，他のどの
国にもない素敵な考え方なのだと改めて実感するこ
とができ，日本がもっと好きになりました（N）
・「なんで日本人は〜なんですか」と聞かれて，特に
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話題にもしなかったことが，外国の人からすると不
思議に見えるのだと驚いたこともあった（L）
アメリカやドイツの学生が日本語の漢字はかっこい
いと感じ，台湾や中国の学生は同じ漢字が使われてい
るのでとても親近感を抱くということを知ったJは，
「自分の出身国によって，外国語に対する考え方，感
じ方が様々で非常に新鮮な経験をした」と述べている．
このように外国人からみた日本や日本語，日本人の
イメージや印象を直接聞くことで客観的に日本文化を
みることができたり，多様な価値観の存在に気づく経
験をしたと全員の学生が述べている．
Fは価値観に違いがあることは理解していたが，授
業を通して，何故ある宗教や信念がそのような行動規
範に従うのか，というより根本的な部分に目を向けた
いと思ったという．
　
・今回本人たちには踏み込んで良い話題なのかわから
ず聞けずじまいだったが，本当の意味で多様な価値
観を認識し，受け止めていくにはそういった姿勢も
必要なのではないかと感じた（F）
また，価値観を認識するために共通の言語が重要で
あることを発見した学生も 1 名いた．
　
・英語という共通のツールを使うことでお互いがお互
いの多様な価値観を認識することが少しでもできる
ようになるということに改めて気付かされた（K）
4．3　チームで協働で計画し，実行することがで
きる
この目標については， 1 ポイント減が 3 名，0.2減
が 1 名，変化のなかった者が 2 名， 1 ポイント増が 6
名，2 ポイント増が 4 名，5 ポイント増が 1 名であり，
授業開始時より終了時のほうがポイントが下がった者
もいた．平均0.93ポイント増加した．チームで協働す
ることの難しさに加え，多文化環境や言語の違いが加
わったため，目標達成に苦戦した者が 3 分の 1 ほどい
た．
・ 1 からプレゼンテーションを作り上げること，（略）
英語での意思疎通もとても難しいと感じました（A）
・中々上手くコミュニケーションが取れず・・・（C）
・チームでの作業は得意な方であると考えていたが，
（略）自分の英語力が低いために，ほぼ全てのスライ
ドを特定の学生さんに作らせてしまう結果となった
（E）
・話し合いではなかなか意見を出せていないため共同
で計画しているとは言えない状況だった（G）
プロジェクトを進めるうえで，チームワークや仲の
良さが左右を分けたケースが 8 件みられた．
・留学生同士もそれほど仲が良くなく，かといって自
分も英語がうまく話せないため何もすることができ
ず，少し雰囲気が悪くなってしまうことがあった（E）
・私たちのチームは仲が良く，すぐに打ち解けられた
（K）
・ペアの学生とメンターさんとは，特によい関係を築
けたと思っている（F）
・練習で私が緊張していた時にグループのみんなが
「大丈夫，よくやった」などと声がけしてくれたこと
や，不安になっているメンバーに対し「完璧に出来
てるよ！」などと励ましあったことで団結力が高ま
り（O）
・発表後に留学生から感謝のメールが来て嬉しかっ
た．チームの絆が深まり，互いにとって良い経験で
あった（M）
・私たちのグループは，（略）留学生だけで進めたり，
東北大生だけで決めたりすることなく，話し合いな
がら作り上げることができた（L）
・パートナーの東北大生やメンターの方に助けてもら
いながらグループ全員で理解しようと努めた（K）
・回を重ねるにつれ多くの人と関わる機会を設けてい
ただいたため，いつのまにかすんなりと話し合いに
参加できるようになっていた（H）
授業を通して多様な文化背景をもった人との協働の
秘訣や重要性を学んだ者が 2 名いた．
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・外国の人と協力をして作業するときに大切なことは，
その人に興味を持ち，質問をしたり自分の意見を言っ
たりすることだと非常に強く思いました（J）
・出身国の違うグループの全員が，同じ言語を使って
意志を伝え合うのは，難しいことだけれどもすごく
大事なことだと感じました（N）
5 ．まとめと今後の課題
以上，三つの目標ごとに，学生が様々な経験を経て
学び，成長していくのか，あるいはうまくいかなかっ
たのか，その背景をみてきた．三つの目標のうち，英
語で躊躇なくコミュニケーションがとれるようになっ
たと感じる学生が多く，伸び率が最も高かった．
英語で躊躇なくコミュニケーションをとることにつ
いては，ほとんどの学生は慣れない英語で初対面の外
国人と話す緊張，不安を持っていた．また完璧な英語
を話さなければならない，そうでないと通じないと考
えていた学生も少なからずいた．しかし，何も話さな
ければ，外国人からは自分やプロジェクトに興味がな
いと捉えられる可能性もあるため，思い切ってつたな
い英語でも発言することにした学生も多数いた．実際
に言葉を発したことにより，留学生は日本人学生の英
語のレベルを理解し，分かりやすい英語で話したり，
じっくりと話を聞いてくれたりし，互いに理解しよう
としてくれるという経験をした．こういった経験を経
て，信頼関係や友人関係を築くことができ，その後の
プロジェクトもスムーズに進んだと考えられる．これ
は成功体験がうまく循環したケースといえる．一方で，
メンターや他のメンバーに頼りきりになり，発言が少
なかった学生や留学生からよい反応をもらえなかった
学生は，コミュニケーションが上手くいかない体験が
記憶に残り，目標を達成できなかったと感じたようで
ある．
多様な価値観の認識については，日本ではまだ馴染
みの少ないムスリムやベジタリアンと行動を共にする
ことで，彼らの信条や習慣について身をもって体験で
きたようである．またメディアや教科書などの知識が
かえってステレオタイプを持つことになってしまって
いることも，実際に留学生から指摘を受けて気がつく
ことができた．自分とは異なる文化背景をもつ学生に
接することにより，自文化を知ったり，日本の文化，
社会習慣，他国に見習うべきことなどが見えてきた者
もいた．多様な価値観とは，自分の文化も含めての価
値観であり，自文化をふり返り，客観的にみつめるこ
とができた学生が多かったのは授業の実践者としては
喜ばしいことである．
チームで協働することについては，学部一年生とい
うことで，資料収集やスライド作成など，発表の準備
を初めて経験する学生も多く，国内学生同士でも簡単
ではないプロジェクトワークを英語で多様な学生と協
働しながらの作業は容易ではなかったと思われる．多
くの学生は 2 回のプロジェクトを経験し，チームの雰
囲気を良くすることやチームワークが不可欠であるこ
とを学んだようである．
今回，英語はツールであり，協働作業を通じて，目
標が達成できることを知った学生も多く，英語で意思
疎通が図れる利便性，重要性を実感したのではないか
と考える．また授業を通して，外国人の友人が初めて
できた，今後も同様の活動に是非参加したいなど，目
標以外の成果も多くみられた．
また，全体を通して，TUJP1終了時とTUJP2終了
時では大きな意識の変化がみられたケースがあった．
これはTUJP1の失敗や成功体験を踏まえ，TUJP2に
活かすことができたからであると思われる．TUJP2
では，留学生と初めて会ったときに積極的に挨拶をし
たり，話が盛り上がっている学生を多く見かけた．ま
た，作業の分担や進め方について，TUJP2のほうが
スムーズにいったと評した学生も多々いた． 1 回目で
失敗したり，うまくいかなかったと感じた者は反省を
踏まえ，軌道修正し 2 回目で成功に導くことができ達
成感を感じ自信に繋がる． 1 回目で成功体験を得た者
は 2 回目の実践で更に自信をつけることができるだろ
う．今回の共修授業のような乗り越えるハードルの高
いプロジェクトでは， 2 回以上実施することが重要で
あることを実感した．
本授業は学内で正規の科目として履修でき，英語を
使用しながら多文化理解を醸成できるという点で，海
外留学と同様の体験ができ，既に留学を考えている学
生にとっては，お試し留学になり得，関心のなかった
学生には海外留学に目を向けるきっかけともなるだろ
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う．しかしながら，本授業の履修者のなかには「うち
の家はそこまで生活に余裕があるわけではないので，
留学は考えていません．ですが，（現在の多文化共生
社会のなかで）物怖じしないで海外の方とお話しでき
るメンタルを身につけたい6）」と思い履修する学生も
おり，国内で留学体験ができる本授業を提供すること
は大きな意味を持つと考える．
今後の授業を改善するにあたっての課題として四点
挙げたい．一点目は，英語に対する恐怖心を早い段階
から取り除いておくことである．エンジンがかかるま
でに時間のかかる学生にとっては，実際に留学生と接
してからでは遅いこともある．事前研修の際，英語を
完璧に話す必要はないこと，完全でなくても通じるこ
と，文法より話す内容が重要であることなどを理解で
きるような仕掛けが必要である．実際にメンターと英
語で会話をしたり，学生同士でペアワークを行うなど，
事前の練習を徹底し，自分の強みや弱みを認識し，何
らかのストラテジーを持たせておくようにすると効果
的であると考える．
二点目は，メンター制度である．全体を通して，個々
の目標を達成させるためには，メンターの存在が大き
かったといえる．特に初期のころは，メンターに間に
入ってもらい，助けを出すことによってコミュニケー
ションが取れるようになった学生は多かった．半面，
始終メンターに頼り切りになってしまった学生は，目
標を達成できなかったと感じたようであることからメ
ンターにどこまで関わってもらうか，どこまで助ける
べきかなど，役割や学生への援助方法については今後
の検討課題である．
三点目は，協働活動に対する支援である．留学生と
はもちろんのこと，国内学生同士も授業で初めて会う
ケースがほとんどである．プロジェクト活動を遂行し
やすくなるようチームビルディングが不可欠であると
考え，今回は第1回の授業の初めに学生を数グループ
に分け，グループ内で共通事項を三つ挙げるワークを
行わせた．しかしながら，アイスブレークとしての活
動はこれのみであったため，今後はもっとしっかりと
したものを実施し，留学生が加わった時点でも何かし
らアイスグレーキングを行ってもよいと感じた．また
チームで働くときに必要なことを事前に考えさせるな
どしておくと，いざ留学生が加わり，協働作業を行う
際に役立ったかと思われる．
四点目は，授業内のプロジェクトの回数である．今
回のような乗り越えるべきハードルが高いプロジェク
トが授業に含まれている場合は，同じプロジェクトを
続けて2回以上実施することにより，学生の学びや成
長に結びつくことが明らかとなったことから，今後も
同様の授業設計を行うことが不可欠である．
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注
1）  協定等に基づく日本人学生留学状況及び協定等に基
づかない日本人学生留学状況（在籍大学等把握分）
の合計によると， 1 ヶ月未満から 1 年以上海外留学
を行っている学生は，平成28年度は96,641人であり（独
立行政法人日本学生支援機構2017），平成28年の大学
生数2,873,624人（文部科学省2018）から計算すると，
3.4%となる．
2）  東北大学学生生活支援審議会（2018）「東北大学生の
生活」より
3）  上述の学内調査では，留学目的は，語学力の向上の
ため25％，外国生活によって視野を広げたい17％，
異文化交流・異文化理解をしたい15％が上位であった．
4）  詳細は，島崎（2018）を参照されたい．
5）  TUJPに参加する「留学生」は，日本が「出入国管理
及び難民認定法」に定める「留学」の在留資格を持
つ学生ではないが，本稿では便宜上「留学生」と呼
ぶこととする．
6）  授業開始時のレポートより．
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